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IHIは、小型、中型から大型、超大型クラスまで、世界の民間航空機用エンジンの国際共同
開発事業に主要なパートナーとして参画し、エンジンのモジュールや部品を設計、開発、
製造しています。いまや環境性・経済性に優れたエンジンに対する市場や社会の要請は
益々高まる一途です。そしてそれに応える私たちの役割も益々高度なものになってきて
います。IHIは、独自の先進素材や革新的なものづくり技術を新しいエンジンへと適用し
ていき、ユーザーの利便性向上と業界の発展に貢献していきます。

民間エンジン事業

旅客機4万機時代－地球の寿命・未来を左右する。
最先端技術での地球の活路を切り拓く。

■ コンセプト アニメで魅せるIHIのONE TEAM,ONE EARTH. 「空のその先に－未来への挑戦」

■ 1面の構成 1面では民間エンジン事業についての説明
 航空機のエンジンの前で未来ある男女の若者が目を輝かせて大空を眺めている構図。2人の目線の先には空が広がり、背後にインパクトのあるエンジンを描いている。
 未来の空は、より静かで、より効率的で、より持続可能でなければならない。IHI様が、革新的な次世代民間航空エンジンの設計・開発を担っていることを説明し、
 最先端技術と叡智を活かす次の世代を人物イラストで表現している。

展開／1面株式会社 IHI 様 パタパタカード （アニメ案）
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IHIは、防衛省が使用するすべての戦闘機および多くの航空機に搭載されるエンジンの契約・
生産を担い、数々の研究開発にも主契約者として参画。エンジン全体を統括し、高性能な純国
産F3・F7エンジンの開発・生産に貢献してきました。これらの技術を活かし、各種エンジンの整
備・部品修理を通じて自衛隊の安定運用を支えています。さらに、航空転用型ガスタービンを
活用した艦艇の主機・発電機や各種搭載機器、情報・通信システム、陸上自衛隊向け装備品な
どの開発・生産にも携わり、陸・海・空にわたる防衛システム事業を展開しています。

防衛システム事業

守る力、IHIの技術。

IHIの技術と叡智は、
どんな時も歩みを止めない。

海・大地・空・宇宙へ挑むIHIの技術力がある。
だからこそ平和と安全を守る挑戦と貢献は続いていく。

■ 2面の構成 2面では防衛システム事業についての説明
 分割コマでイラストやコピーを配置。中央面は大きく使い、防衛と整備を表現したイラストの構図。
 空と海と大地の安全を支え、社会の安定を守る力。IHI様の防衛システム事業が、高信頼性エンジンの開発・生産から、艦艇用推進システム、情報・通信システムまで、
 多層的に安全保障を支えていること説明し、イラストを使って防衛は“支える技術”であることを表現している。

展開／2面株式会社 IHI 様 パタパタカード （アニメ案）
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IHIは日本の宇宙開発に参画し、ロケットエンジンの心臓部であるター
ボポンプやガスジェット装置の開発・生産を担ってきました。さらに、固
体燃料ロケットに実績を持つIHIエアロスペースや、電気通信機器に強
みを持つ明星電気をグループに迎え、推進系技術を中核にロケットシ
ステム、衛星、宇宙環境利用、地球帰還までを網羅する総合システム
メーカーとして宇宙産業を切り拓いています。

SPACE
DEVELOPMENT

宇宙事業
IHIの技術と叡智は、

どんな時も歩みを止めない。
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■ 3面の構成 3面では宇宙事業についての説明
 メインのイラストは宇宙からみた美しい地球の構図。若い二人の後ろ姿は未来を“見つめる側”であり、宇宙は“手の届く未来”であること表している。
 IHI様が日本の宇宙開発の中核として、ロケットエンジンの心臓部であるターボポンプや推進機構の開発・製造を担ってきた説明と
 極限環境に挑みながら、「より遠くへ、より正確に、より安全に」と宇宙インフラの未来を支えていく様子を表している。

 

展開／3面株式会社 IHI 様 パタパタカード （アニメ案）
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未来を一緒に描こう。
人工衛星打上げのモバイル管制　人工知能を搭載したイプシロンロケット
衛星受領から打上げまでを10日以内へと大幅短縮
それは、IHIにとって“特別”ではない　すべてが、当たり前－さて、次は何を実現しようか。

■ 4面の構成 4面ではIHI様の事業目的を総合的に説明
 地球・宇宙・航空機・IHI本社ビルなど全体を網羅したイラストの構図。全てを集約し「私たちは何のために挑んでいるのか」の答え。
 IHI様が、航空・宇宙・防衛の技術を核に環境と社会の課題に挑み続ける様子を表現。それぞれは別の領域に見えて、すべては一つの未来につながっている。
 地球の未来を守る力は、技術だけではなく人の叡智と挑戦する意志であることを表している。

展開／4面株式会社 IHI 様 パタパタカード （アニメ案）


